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早苗の代わりにコンポスト
～エコで笑えるSDG12実践～

法人名・事業所名
社会福祉法人 椎の木福祉会
半田養護老人ホームLink

職種／発表者 支援員係長／竹内正光　・　支援員／澤田久美子（機械操作）

■具体的な取り組み

■取り組んだ課題

・当法人ではSDG2に関しては、すでに実践を進めている。一方で、SDG12は今後の取り組みが期待
　されており、課題として捉えている。
・資源を無駄なく使い、持続可能な生産と消費の実現を達成するためにSDG12に焦点を当てた。
・SDG12の観点から見た当施設の課題には「廃棄物削減と分別強化」「地域住民を巻き込んだ防災・
　非常食の食品ロス対策ワークショップ」「地域連携による資源循環の仕組みづくり」「エネルギー
　効率の改善」「グリーン調達の推進」「職員・ご入居者への環境に配慮した行動の定着」「ICT活用
　による業務効率化」等がある。

※SDG12が掲げる11のターゲットの中から8つを選定し、以下に基づいた具体的な目標設定をした。
【目標12-1 持続可能な運営方針の策定】
　・エコ方針を策定、職員周知を図り、実践への落とし込みをする。
【目標12-2 資源の効率的な利用】
　・LED化に向け照明の効率化計画を策定した上で、省エネ化を図る。
【目標12-3 化学物質と廃棄物の適正管理】
　・在庫管理アプリを活用、衛生用品等の総数をリスト化し、資源の最適管理をした。
【目標12-4 食品ロスの削減  12-5 廃棄物の削減とリサイクル】
　・食べ残しを資源に変える 1ヵ月でできる循環型チャレンジ（食器サイズと検食簿の見直し・献立名
　　の工夫等）を実施した。
【目標12-5 廃棄物の削減とリサイクル】
　・落ち葉を畑の肥料や石焼きいもの行事に有効活用、自然資源の環境利用を体験した。
　・ごみの分別や段ボールの片付け等を通じて、ご入居者のできることを尊重するケアを実践した。
　・EM菌を使った「EMボカシ」を自作し、生ごみの堆肥化を開始した。
【目標12-6 取り組みの情報開示】
　・毎月の各種会議でSDG12の取り組みに関する情報を開示し、職員への周知と理解促進に努めた。
　・啓発ポスターの掲示を始めとした情報発信により、誰もが参加しやすい環境を整備した。
【目標12-7 持続可能な調達の推進】
　・近隣農家と連携し、牛糞堆肥を野菜栽培に活用して循環型農業（有機資源の再利用）を実践した。
【目標12-8 持続可能なライフスタイルに関する情報提供】
　・防災サロンでは、食品ロス削減や再利用可能な資源の活用について学び合う機会を提供した。
　・子どもとの交流やプロギングに取り組み、ごみの適正処理や環境美化への意識向上を目指した。
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電気事業者別排出係数
SDGグローバル指標
在庫管理システム「zaico」
株式会社EM研究所「EMボカシの作り方・使い方」

■活動の成果と評価

・管理アプリの活用によって、在庫確認や管理がスムーズになった。
・残食が減ることで、CO2排出量65％削減に貢献した。
・落ち葉の有効活用、また残食とEMボカシの活用を通じて、食品ロス削減と有機資源の再利用をし、
　持続可能な生活環境の構築が図れた。
・各種会議や掲示板で情報発信をし、ご入居者と職員が一体となることでSDGsに関しての意識向上が
　見られた。
・近隣農家と連携し牛糞の有効活用、地域資源を活かした循環型農業を推進することで、持続可能な生
　産と消費の実践につながった。
・防災サロンの開催、子どもとの交流、地域清掃を通じて、地域とのつながりが深まり、持続可能な
　ライフスタイルへの関心と理解がSDG12の観点から広がりを見せた。

■今後の課題

・在庫管理アプリでのチェック体制を全職員へ定着させる。
・調理現場の負担軽減と継続的な工夫を図る。
・ごみ分別の徹底に継続して取り組む。
・施設内の取り組みに加え、地域社会への情報発信にも注力する。
・持続可能な農業の実現に向けて、野菜の収穫量増加、牛糞堆肥活用拡大を目指す。
・地域連携を図る上で、高年齢者や子どもとのつながりに偏ってしまう傾向があるため、若年層の参加
　を促す方法を模索する。
・段階的な照明のLED化、ナースコールの更新について中長期の計画を策定し、順次対応していく。

■参考資料など
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早苗の代わりにコンポスト
～エコで笑えるSDG12実践～

発表者    竹内正光
機械操作 澤田久美子



法人・施設紹介については、ホームページをご覧ください

本日は、SDG12の取り組みに絞って発表します



SDGs目標 当法人の主な取り組み内容

1. 貧困をなくそう ・障がい者への就労支援 ・生活保護受給者への支援 ・養護老人ホームの運営

2. 飢餓をゼロに
・栄養士による食事管理 ・季節イベントに合わせた献立 ・畑での野菜育成と
農福連携 ・食品ロス削減

3. すべての人に健康と
福祉を

・高齢者・障がい者福祉サービスの提供 ・医療機関との連携 ・緊急ショートス
テイの受け入れ ・職員の医療費軽減

4. 質の高い教育をみんなに ・福祉系実習生の受け入れ ・職員の資格取得支援 ・施設内外での研修実施

11. 住み続けられる
 まちづくりを

・地域イベント「みんながつながるSDGsプロジェクト」の開催 ・多世代交流や
公園清掃活動など

社会福祉法人椎の木福祉会

⇒ ゴ－ル 「生きるを支える、地域のチカラ」

⇒ ゴ－ル 「命を支える、持続可能な食の循環」

⇒ ゴ－ル 「支え合いで築く、誰もが暮らせる社会」

⇒ ゴ－ル 「未来の福祉を担う人づくり」

⇒ ゴ－ル 「地域とともに、支え合う暮らし」



SDG2「飢餓をゼロに」と

SDG12「つくる責任 つかう責任」は

実は「食」という共通のテーマ！

つながり
SDG2は「すべての人に栄養のある食事
を届ける」ことが目標

SDG12は「食品ロスを減らし、持続可能
な食の循環をつくる」ことが目標

「食べる人を支える」SDG2
「食べ物を無駄にしない」SDG12
この2つは「食」の持続可能性という
大きなテーマでしっかりつながっている

（持続可能な開発目標）



項目 SDG2「飢餓をゼロに」 SDG12「つくる責任 つかう責任」

目的
すべての人が十分な食料を得られる
ようにする

資源を無駄なく使い、持続可能な生産
と消費を実現する

対象分野
栄養不良、食料不足、持続可能な農
業

食品ロス、廃棄物削減、資源の再利用

キーワード 食料安全保障、栄養改善、農業支援
3R（リデュース・リユース・リサイクル）
環境負荷の軽減

施設での実践
栄養管理、畑での野菜栽培、食事の
質向上

食品ロス削減、生ごみの堆肥化、衛生材
料の見直し

アプローチ 「食べることを支える」 「食べ方や使い方を見直す」





1. エネルギー効率の改善 LED照明への切り替え 3 5 3 5 5 5 5 5 3 39 4

2. 廃棄物削減と分別強化
食品ロスの削減
（食事の提供量調整など）

5 5 5 5 5 5 5 5 5 45 1

3. グリーン調達の推進
地元産食材を使った食事
提供、エコ認証品の使用

5 5 3 3 5 3 5 5 5 39 4

4. 施設のメンテナンスと長寿命化
ナースコール設備などの
更新による安全性向上

5 5 5 3 5 3 3 3 3 35 8

5. 剪定工事などの緑地管理の工夫 剪定した枝葉の堆肥化 3 3 1 5 3 3 5 3 3 29 9

6. 職員・入居者への環境に配慮
    した行動の定着

SDGsに関する研 修や
ワークショップ

3 5 3 5 5 3 5 5 5 39 4

7. 地域連携による資源循環の
    仕組みづくり

地域資源を活かした循環
型農業の仕組みづくり

5 5 3 5 5 3 5 5 5 41 3

8. ICT活用による業務効率化
在庫管理アプリの活用
電子カルテなどの導入

3 5 3 5 5 5 5 5 3 39 4

9.地域住民を巻き込んだ防災・非常食
   の食品ロス対策ワークショップ

地域住民と防災・非常食
ワークショップ

5 5 5 5 5 3 5 5 5 43 2

〔評価は「5＝高評価／重要度大」　「3＝中評価／まあまあ」　「1＝低評価／重要度小」〕
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養護老人ホームでのSDG12関連課題





取り組み項目 Ｌｉｎｋ 現在の取り組み
取り組みを増やした場合の

イメージ

① 野菜栽培
畑で一部の野菜（夏野菜・じゃ

がいも・キャベツ）を育てている

品目を増やして（例：蜜柑類・葉物
野菜）入居者と一緒に育てる活動
に発展

② 食品ロス削減
入居者の食事量や嗜好を把握
して、無駄なく調理

職員間で食事の様子や体調変化を
共有し、献立や量の調整に活かす

③ 生ごみの堆肥化
食べ残しは廃棄、畑には市販
の肥料を使用

食べ残しや雑草をぼかし肥料に変
えて、Ｌｉｎｋの畑で活用
食品ロス削減

④ 農福連携
地域農家との関係はあるが、
就労支援にはつながっていな
い

高齢者や障がい者が農作業に関わ
ることで、食料生産と福祉支援を
両立する



〜残食から見える「食の課題」と「環境への責任」〜

食品ロスとSDG12の関係

①残食の原因内訳→ 「なぜ残したのか？」を見える化

SDG12とのつながり
•食べ残しを減らす＝食材のムダをなくす
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食べきれない量

味の好みに合わない

食感が合わない

温度が低い

その他（体調など）



〜残食から見える「食の課題」と「環境への責任」〜

食品ロスとSDG12の関係

①残食の原因内訳→ 「なぜ残したのか？」を見える化

SDG12とのつながり
•食べ残しを減らす＝食材のムダをなくす
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【残食データの分析】
↓

【主な原因の特定】
・食べきれない量（最多）
・味の好みに合わない（次点）

↓
【改善ポイントの抽出】
・量の調整（小盛り・選択制）
・味の傾向分析（人気メニューの傾向を活用）
・食べやすさの工夫（やわらかさ・見た目）

【具体的な取り組み】
・個別対応の導入（量の希望を聞く）
・メニューの見直し（嗜好調査の反映）
・残食フィードバックの定期化

↓
【結果】
・残食の減少
・食品ロスの削減
・CO₂排出の抑制

↓
【SDG12の実現へ！】
「つくる責任・つかう責任」を施設から
実践！
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②「3食あたりの残食量」がわかっていて、メニューごとの内訳がないため
平均排出係数を使って計算（10日間）

〜Ｌｉｎｋでできる、食材のムダ削減と環境配慮〜

(㎏)

SDG12とのつながり
廃棄を減らす＝CO₂排出を減らす

地球が元気になる
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【残食量の測定（3食あたり）】
↓

【平均CO₂排出量を算出】

↓
【現状の“見えない環境負荷”を可視化】
・1日あたりのCO₂排出量

・年間換算での環境インパクト
↓

【気づき】
・日々の残食が地球に与える影響は意外と大
きい！
・「ちょっと残す」が積もると「大きな排
出」に…

【改善の方向性】
・残食を減らすことでCO₂も削減できる
・改善効果を数値で示せる＝行動の動機づ
けに！

↓
【SDG12の実践】
「つくる責任・つかう責任」をデータで支
える
→ 持続可能な食の提供体制へ！



③検食評価と残食傾向のギャップ

〜検食簿×残食調査でつくる、やさしい食の未来〜
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→ 「評価は高いのに残ってる」ところに注目！

検食評価は、検食者が食事を試食して「味」「見た目」「栄養バランス」などを評価
残食傾向は、実際に入居者がどれだけ食べ残したかのデータ

SDG12とのつながり
•入居者の声を活かす＝持続可能な食の提供
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残食傾向は、実際に入居者がどれだけ食べ残したかのデータ

SDG12とのつながり
•入居者の声を活かす＝持続可能な食の提供

[検食評価：高評価！] →（でも…）→ [残食：多い]  
↓ ↓  

[原因分析] ←←←←←←←←←  
↓  

[献立改善・量調整・食べやすさUP]  
↓  

[残食減少] → [食品ロス削減] → [CO₂削減] → 
[SDG12達成へ！]



理想の状態 取り組みやすい内容

ごみを減らし、資源を大
切にする暮らし

ごみの分別を徹底する、リサ
イクル活動に参加する

食品ロスのない食生活
食べきれる量だけ盛りつける
残さず食べる

自然と共生する生活
落ち葉を集めて堆肥にし、
ガーデニングに活用

ものを大切に使う習慣
リユース・リメイク活動、壊れ
たものを修理して使う

地域で支え合うエコ活動
地域の清掃活動やエコイベン
トに参加する

SDG12「つくる責任 つかう責任」

期待される効果

自然を守ろうとする心が芽ばえる

食品廃棄の削減・食べ物への感謝の
気持ちが育つ

自然のめぐりを体感しながら、命を大
切にする心が育つ

廃棄物の減少・ものを大切にする心が
育つ

地域とつながりながら、環境を守る心
と協力する力が育つ





SDG12 取り組み目標（12-1～12-8） -半田養護老人ホ－ムＬｉｎｋ版-

12-1｜持続可能な運営方針の策定 エコ方針＋使用量の月次記録で、年1回の見直しを実施

12-2｜資源の効率的な利用
資源の効率的利用に向け、照明の使用状況を可視化し、優先エリアから段
階的にLED化を計画

12-4｜食品ロスの削減 入居者の食事量に合わせた調理、残食の記録分析、食材の工夫

12-3｜化学物質と廃棄物の適正管理 
zaico（在庫管理アプリ）を活用して、使用量の多い衛生用品や備品の総
数をリアルタイムでリスト化

12-5｜廃棄物の削減とリサイクル
落ち葉・生ごみを再利用、循環型の資源利用（EMぼかしの活用)
ごみ分別の徹底

12-6｜取り組みの情報開示 
環境への取り組みを毎月の各種会議・施設内の掲示板や広報誌で紹介し、
職員や地域と共有

12-7｜持続可能な調達の推進 
地元産食材・エコ認証品の優先購入に加え、牛ふん堆肥を活用した野菜栽
培で地域資源循環を推進

12-8｜持続可能なライフスタイルに
関する情報提供

防災サロン開催（食品ロス対策ワークショップ） 地域清掃や子どもとの交
流活動を通じ、持続可能なライフスタイルの理解と実践を地域全体で推進





方針項目 具体的な取り組み内容

資源のムダをなくす在庫管理
・zaicoアプリで在庫をリアルタイム管理
・過剰発注や在庫切れを防止し、適正な使用量を維持

リユース・リサイクルの推進
・タオルや衣類の洗浄・再利用
・紙類やプラスチックの分別回収とリサイクルの徹底

食品ロスの削減
・食べきれる量で、ムダなくおいしく
・食材の使い切りを意識した調理と保存方法の工夫

環境にやさしい製品の選定
・エコマーク付き製品の使用（洗剤・紙類など）
・詰め替え可能な製品の導入でごみ削減

エコ意識の共有と啓発
・季節や生活に合わせた“健康×エコ”の学びを定期的に実施
・節電・節水・マイバッグ持参などの小さなエコ行動の推進



項目 ポイント

目的 資源の効率的利用（SDG12-2）に貢献

課題 旧式照明の電力消費・環境負荷・予算制約

ステップ① 使用状況を可視化（点灯時間・使用頻度）

ステップ② 優先エリアを選定（使用頻度・老朽化）

ステップ③ 段階的にLED化（提案書に基づき計画）

期待効果 電力・CO₂削減、コスト削減、SDGs貢献



施設照明のLED化には『電源内蔵型直管LED』

既存の器具から安定器を切り離す改造工事を行う

◆工事方法

電源内蔵タイプは、LEDの温度をクリアさせるために
PCB(基盤)とヒートシンクの断面積を広く取り、効率
の良いコンデンサを使用しているため、電源部の発熱
を抑えることで、長寿命化を実現します

◆電源内蔵型LEDでも長寿命化を実現

電源内蔵型LEDのメリット

・既存の器具を利用できるので、導入コストを抑えることができる

・蛍光灯と同じ運用ができ、メンテナンス性に優れる

・資産ではなく修繕費として経費計上ができる

・直管型LED照明では、管の中にコンバーターが内蔵されているため、
  工事不要で蛍光灯のように交換することができる



半田市養護老人ホームLINK LED西日本販売2課

■　中部電力　高圧業務用電力+再エネ賦課金

 利用状況 + 消費電力  点灯状況 + 寿命  照明費用  電気代   ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用

*1 （Ｃ＊（Ｍ＊12*0.85））＋Ｃ＊Ｇ＊Ｎ

1)　既存照明使用状況 A B C D E F G H I J K L M N O P

A*B/1000 C*G E*F H/G A*Ｊ G/H*K ＊１ L+O

利用個数
消費電力　　個(1時

間）

消費電力　　合計（1

時間）

消費電力　　合計（年

間）

1日の

点灯時間

年間

点灯日数

年間

点灯時間
定格寿命 照明寿命

照明単価　(市場価

格）
照明合計額

年間照明

交換費用

※1

基本料金単価 電気代単価 年間電気代
ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用年間合計

額

個 W KW KW 時間 日 時間 時間 年 円 円 円/kwh 円/kwh 円 円

  74,798 2,242.00 19.09 857,966 932,764

＊ 11.53 31,128  74,798 857,966 932,764

2)　LED照明に交換後の状況 A B C D E F G H I J K L M N O P

A*B/1000 C*G E*F H/G A*Ｊ O

利用個数
消費電力　　個(1時

間）

消費電力　　合計（1

時間）

消費電力　　合計（年

間）

1日の

点灯時間

年間

点灯日数

年間

点灯時間
定格寿命 照明寿命

ＬＥＤ単価　(お見積

価格）

ＬＥＤハード合計

額
工事代 基本料金単価 電気代単価 年間電気代

年間電気代

削減額

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用年間合計

額

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用年間削減

額

個 W KW KW 時間 日 時間 時間 年 円 円 円/kwh 円/kwh 円 円 円 円

      2,242.00 19.09 353,402 △ 504,564 353,402 △ 579,362

 

＊ 4.67 12,917 353,402 △ 504,564 353,402 △ 579,362

● 基本契約電力量予想削減効果 kw

● 電気料金予想削減効果 円/年

● ランニングコスト予想削減効果 円/年 約 4.92
EL-D11/3 EL-DU102NM  AHN

3）お買取の場合 LFIR010-05N50G

円 （税別）
59

照明交換費 - 74,798 149,595 224,393 299,191 373,988 448,786 523,583 598,381 673,179 747,976

電気代 - 857,966 1,715,933 2,573,899 3,431,866 4,289,832 5,147,799 6,005,765 6,863,732 7,721,698 8,579,665

計 - 932,764 1,865,528 2,798,292 3,731,056 4,663,820 5,596,585 6,529,349 7,462,113 8,394,877 9,327,641 LFIR016-07N50G2

ＬＥＤ+工事費 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 59

電気代 - 353,402 706,805 1,060,207 1,413,609 1,767,011 2,120,414 2,473,816 2,827,218 3,180,620 3,534,023

計 2,850,000 3,203,402 3,556,805 3,910,207 4,263,609 4,617,011 4,970,414 5,323,816 5,677,218 6,030,620 6,384,023

- △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362

- 2,270,638 1,691,276 1,111,914 532,553 △ 46,809 △ 626,171 △ 1,205,533 △ 1,784,895 △ 2,364,257 △ 2,943,618

 となります。

5

4）5年リースの場合 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

円／月 （税別）

51,300

電気代 - 857,966 1,715,933 2,573,899 3,431,866 4,289,832 5,147,799 6,005,765 6,863,732 7,721,698 8,579,665

計 - 857,966 1,715,933 2,573,899 3,431,866 4,289,832 5,147,799 6,005,765 6,863,732 7,721,698 8,579,665 LFIR040-16N50G2

リース費用 - 615,600 1,231,200 1,846,800 2,462,400 3,078,000 3,078,000 3,078,000 3,078,000 3,078,000 3,078,000

電気代 - 353,402 706,805 1,060,207 1,413,609 1,767,011 2,120,414 2,473,816 2,827,218 3,180,620 3,534,023

計 - 969,002 1,938,005 2,907,007 3,876,009 4,845,011 5,198,414 5,551,816 5,905,218 6,258,620 6,612,023

- 111,036 111,036 111,036 111,036 111,036 △ 504,564 △ 504,564 △ 504,564 △ 504,564 △ 504,564

- 111,036 222,072 333,107 444,143 555,179 50,615 △ 453,950 △ 958,514 △ 1,463,078 △ 1,967,642

 となります。

5 ＊上記数値は条件に基づいたシュミレーションであり保障するものではありません

9年目 10年目

年で回収可能となります

8年目

△ 2,943,618

8年目

6年目 7年目

6年目 7年目 10年目

ＬＥＤ照明コスト比較表＆省エネ予想効果算出表

10年間使用した場合、LED照明のコスト削減効果は

9年目

51,300 再リース料金

 

管交換

2,850,000

コスト累積差額

4年目 5年目

既存照明

10年間使用した場合、LED照明のコスト削減効果は △ 1,967,642

5年目

LED照明

コスト単年差額

コスト累積差額

初期費用 1年目 2年目 3年目 4年目

コスト単年差額

△ 579,362

一括 2,850,000

初期費用 1年目 2年目 3年目

△ 6.86

△ 504,564

LED照明

5年リース月額

No.
設置

場所
タイプ

坂川 信人

No.
設置

場所
タイプ

¥0

¥1,000,000

¥2,000,000

¥3,000,000

¥4,000,000

¥5,000,000

¥6,000,000

¥7,000,000

¥8,000,000

¥9,000,000

¥10,000,000

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

既存照
明

買取コスト累計比較（１０年）

¥0

¥1,000,000

¥2,000,000

¥3,000,000

¥4,000,000

¥5,000,000

¥6,000,000

¥7,000,000

¥8,000,000

¥9,000,000

¥10,000,000

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

#REF!

LED照明

５年リースコスト累計比較（１０年）

ＬＥＤ照明コスト比較表
省エネ予想効果算出表

電源内蔵型直管ＬＥＤランプ交換した場合

既存照明
使用状況

ＬＥＤ照明
交換後の使
用状況
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■　中部電力　高圧業務用電力+再エネ賦課金

 利用状況 + 消費電力  点灯状況 + 寿命  照明費用  電気代   ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用

*1 （Ｃ＊（Ｍ＊12*0.85））＋Ｃ＊Ｇ＊Ｎ

1)　既存照明使用状況 A B C D E F G H I J K L M N O P

A*B/1000 C*G E*F H/G A*Ｊ G/H*K ＊１ L+O
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消費電力　　個(1時
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時間）
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間）
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点灯時間

年間

点灯日数

年間

点灯時間
定格寿命 照明寿命
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格）
照明合計額

年間照明

交換費用

※1

基本料金単価 電気代単価 年間電気代
ﾗﾝﾆﾝｸﾞ費用年間合計

額

個 W KW KW 時間 日 時間 時間 年 円 円 円/kwh 円/kwh 円 円

  74,798 2,242.00 19.09 857,966 932,764

＊ 11.53 31,128  74,798 857,966 932,764

2)　LED照明に交換後の状況 A B C D E F G H I J K L M N O P

A*B/1000 C*G E*F H/G A*Ｊ O
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時間）
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間）
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定格寿命 照明寿命
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額
工事代 基本料金単価 電気代単価 年間電気代
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額

個 W KW KW 時間 日 時間 時間 年 円 円 円/kwh 円/kwh 円 円 円 円

      2,242.00 19.09 353,402 △ 504,564 353,402 △ 579,362

 

＊ 4.67 12,917 353,402 △ 504,564 353,402 △ 579,362

● 基本契約電力量予想削減効果 kw

● 電気料金予想削減効果 円/年

● ランニングコスト予想削減効果 円/年 約 4.92
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電気代 - 857,966 1,715,933 2,573,899 3,431,866 4,289,832 5,147,799 6,005,765 6,863,732 7,721,698 8,579,665

計 - 932,764 1,865,528 2,798,292 3,731,056 4,663,820 5,596,585 6,529,349 7,462,113 8,394,877 9,327,641 LFIR016-07N50G2

ＬＥＤ+工事費 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 2,850,000 59

電気代 - 353,402 706,805 1,060,207 1,413,609 1,767,011 2,120,414 2,473,816 2,827,218 3,180,620 3,534,023

計 2,850,000 3,203,402 3,556,805 3,910,207 4,263,609 4,617,011 4,970,414 5,323,816 5,677,218 6,030,620 6,384,023

- △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362 △ 579,362

- 2,270,638 1,691,276 1,111,914 532,553 △ 46,809 △ 626,171 △ 1,205,533 △ 1,784,895 △ 2,364,257 △ 2,943,618

 となります。

5

4）5年リースの場合 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

円／月 （税別）

51,300

電気代 - 857,966 1,715,933 2,573,899 3,431,866 4,289,832 5,147,799 6,005,765 6,863,732 7,721,698 8,579,665

計 - 857,966 1,715,933 2,573,899 3,431,866 4,289,832 5,147,799 6,005,765 6,863,732 7,721,698 8,579,665 LFIR040-16N50G2

リース費用 - 615,600 1,231,200 1,846,800 2,462,400 3,078,000 3,078,000 3,078,000 3,078,000 3,078,000 3,078,000

電気代 - 353,402 706,805 1,060,207 1,413,609 1,767,011 2,120,414 2,473,816 2,827,218 3,180,620 3,534,023

計 - 969,002 1,938,005 2,907,007 3,876,009 4,845,011 5,198,414 5,551,816 5,905,218 6,258,620 6,612,023

- 111,036 111,036 111,036 111,036 111,036 △ 504,564 △ 504,564 △ 504,564 △ 504,564 △ 504,564

- 111,036 222,072 333,107 444,143 555,179 50,615 △ 453,950 △ 958,514 △ 1,463,078 △ 1,967,642

 となります。

5 ＊上記数値は条件に基づいたシュミレーションであり保障するものではありません

9年目 10年目

年で回収可能となります

8年目

△ 2,943,618

8年目

6年目 7年目

6年目 7年目 10年目

ＬＥＤ照明コスト比較表＆省エネ予想効果算出表

10年間使用した場合、LED照明のコスト削減効果は
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51,300 再リース料金

 

管交換

2,850,000

コスト累積差額
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既存照明

10年間使用した場合、LED照明のコスト削減効果は △ 1,967,642
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ＬＥＤ照明コスト比較表
省エネ予想効果算出表

電源内蔵型直管ＬＥＤランプ交換した場合

既存照明
使用状況

ＬＥＤ照明
交換後の使
用状況

イニシャルコスト
2,850,000円

（最初にかかるお金）

約4.92年
で回収可能

電源内蔵型直管ＬＥＤランプ交換した場合

省エネ予想期待効果





分野 効果の内容 具体的なメリット

環境 ムダな廃棄を減らす 食品ロス削減・ごみの量を減らせる

経済 必要な分だけ仕入れてコスト削減
無駄な購入が減り、経費の節約につなが
る

業務効率 在庫の見える化で作業がスムーズに
在庫確認や発注の手間が減る、ミスも防
げる

情報共有
データで管理することで職員間の連携が
しやすくなる

誰が見ても在庫状況がわかりやすい

SDGs
「つくる責任 つかう責任（SDG12）」の
実践

持続可能な運営・環境配慮の取り組みに
なる



ステップ 内容 関わる人・場所

① 食器サイズの見直し 小さめの器に変更し、食べきれる量を意識 全職員・入居者・調理室

② 献立メニューの工夫
食べ残しが少ないメニューに調整
（好み・食べやすさ・彩りなど）

栄養士・調理職員

③ 食事の提供 入居者に食事を提供 支援員・食堂

④ 残食の発生 食べ残しが出る（残食量を記録） 調理職員・入居者

⑤ 残食の分別
食べ残しを可燃ごみと分けて、ぼかし肥料用
に回収

調理職員

⑥ ぼかし肥料づくり 残食＋発酵促進剤を混ぜて発酵（1〜2週間） 全職員・入居者（簡単な混ぜ作業など）

⑦ プランター準備
プランター・土・種を用意し、ぼかし肥料を混
ぜて土づくり

全職員・入居者・施設畑

⑧ 野菜の栽培 種まき・水やり・観察・記録 支援員・入居者

⑨ 成果の共有
成長の様子を写真やグラフで発表、感想を
共有

全職員・入居者・地域の方々（発表会）

12-4 12-5 食べ残しを資源に変える！1カ月でできる循環型チャレンジ



場 面 笑える・ほっこりする要素

食器サイズを変えたら
「ごはんがちょっとオシャレに見える！」「小さい器に大盛りって逆
に豪華？」

ぼかし肥料づくり
「米ぬかと残食を混ぜるって…なんか料理してる気分！」「におい
が…うっ、でも愛着！」

プランター栽培
「芽が出た！かわいい！」「名前つけちゃおうかな？」「話しかけ
てる人いる！」

成果発表 「このグラフ、野菜の形してる！」「写真に写ってる笑顔が最高！」

～エコで笑える
SDG12実践～
エコって、“正しさ”より“楽しさ”が続けるコツ



食器（大小）を変えて、食べ残し激減！汁物も完食できる工夫

1. ビフォー・アフターの比較写真 2. 残食量の変化

3. 入居者の声（コメント）
「食器がダイエットしたら、わたしも頑張らなきゃ？」
「汁物まで飲み干したら、支援員さんに拍手された！」
「前は“残す派”だったけど、今は“食べきり”だよ！」
「小さい器って…なんかかわいいから残せないね！」
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23,835ｇ
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5,151ｇ

朝食 昼食 夕食

導入後2週間の
デ－タ結果

変更後

3,182ｇ

4,767ｇ

「食べきれる器で、笑顔の食卓を」 〜愛岐共販社×Ｌｉｎｋコラボ食器〜

器の用途 ： 主菜・副菜

器の用途 ： 主食

前 後



見て感じる食品ロス：写真で考える食べ残しの現実 計量結果

改善前の食器 改善前の食器改善後の食器 改善後の食器 普通食の残食 刻み食の残食



検食時刻 記入時刻

食事
区分

献立名 項目
特に
よい

よい 普通
要改
善

所見 項目
特に
よい

よい 普通
要改
善

所見

昼食

香り・風味系 ☐ ☐ ☐ ☐ 香り・風味系 ☐ ☐ ☐ ☐
食感系 ☐ ☐ ☐ ☐ 食感系 ☐ ☐ ☐ ☐
素材・鮮度系 ☐ ☐ ☐ ☐ 素材・鮮度系 ☐ ☐ ☐ ☐
限定・特別感 ☐ ☐ ☐ ☐ 限定・特別感 ☐ ☐ ☐ ☐
食材の大きさ ☐ ☐ ☐ ☐ 食材の大きさ ☐ ☐ ☐ ☐
食材の硬さ ☐ ☐ ☐ ☐ 食材の硬さ ☐ ☐ ☐ ☐
厨房の工夫 ☐ ☐ ☐ ☐ 厨房の工夫 ☐ ☐ ☐ ☐

食欲そそるキ－ワ－ドを統一い
カテゴリ キーワード例 コメント例

味・香りの表現
旨味が広がる、コクがある、まろやか、しっかり味、やさしい味
香ばしい、風味豊か、スパイスが効いている、食欲をそそる香り

「出汁の旨味が広がって、ほっとする味でした」
「焼き魚の香ばしさが食欲をそそりました」

食感 ふっくら、やわらか、サクサク、もちもち、ほろほろ 「鶏肉がほろほろで食べやすかったです」

見た目 彩りが美しい、盛り付けが丁寧、季節感がある、食欲をそそる色合い 「彩りが鮮やかで、見ただけで食べたくなりました」

温度 あたたかい、冷たくてさっぱり、ちょうどいい温度 「温かさが保たれていて、ほっとしました」

厨房の工夫 丁寧な仕上がり、衛生管理が行き届いている 「盛り付けが丁寧で、厨房の工夫が感じられました」

食べることを支える記録へ ～検食簿の見直し～
検食者 調理検食



検食時刻 記入時刻

食事
区分

献立名 項目
特に
よい

よい 普通
要改
善

所見 項目
特に
よい

よい 普通
要改
善

所見

昼食

香り・風味系 ☐ ☐ ☐ ☐ 香り・風味系 ☐ ☐ ☐ ☐
食感系 ☐ ☐ ☐ ☐ 食感系 ☐ ☐ ☐ ☐
素材・鮮度系 ☐ ☐ ☐ ☐ 素材・鮮度系 ☐ ☐ ☐ ☐
限定・特別感 ☐ ☐ ☐ ☐ 限定・特別感 ☐ ☐ ☐ ☐
食材の大きさ ☐ ☐ ☐ ☐ 食材の大きさ ☐ ☐ ☐ ☐
食材の硬さ ☐ ☐ ☐ ☐ 食材の硬さ ☐ ☐ ☐ ☐
厨房の工夫 ☐ ☐ ☐ ☐ 厨房の工夫 ☐ ☐ ☐ ☐

食欲そそるキ－ワ－ドを統一い
カテゴリ キーワード例 コメント例

味・香りの表現
旨味が広がる、コクがある、まろやか、しっかり味、やさしい味
香ばしい、風味豊か、スパイスが効いている、食欲をそそる香り

「出汁の旨味が広がって、ほっとする味でした」
「焼き魚の香ばしさが食欲をそそりました」

食感 ふっくら、やわらか、サクサク、もちもち、ほろほろ 「鶏肉がほろほろで食べやすかったです」

見た目 彩りが美しい、盛り付けが丁寧、季節感がある、食欲をそそる色合い 「彩りが鮮やかで、見ただけで食べたくなりました」

温度 あたたかい、冷たくてさっぱり、ちょうどいい温度 「温かさが保たれていて、ほっとしました」

厨房の工夫 丁寧な仕上がり、衛生管理が行き届いている 「盛り付けが丁寧で、厨房の工夫が感じられました」

食べることを支える記録へ ～検食簿の見直し～
検食者 調理検食

コンセプトの内容

検食者と調理者のコメントを左右に並べて、違いを一目で確認できる工夫を表現

コメントを細分化・統一して、改善に活かす姿勢を強調

検食内容を細かく分けて、共有・改善しやすくした点をアピール

調理と検食の連携・工夫があってこその食事づくりを伝える

検食簿を通じて、調理と食べる側のコミュニケーションが生まれることを表現



ベースの料理名 魅力ワード入り献立名 ポイント

野菜炒め 彩り豊かなシャキシャキ野菜炒め 見た目＋食感

さばの味噌煮 じゅわっと旨み！こんがりさばの味噌煮 味わい＋香ばしさ

かぼちゃの煮物 ほくほく秋の味覚！かぼちゃのやさしい煮物 季節＋食感＋気分

豚汁 だしがきいた！ほっとする冬のあったか豚汁 味わい＋季節＋気分

チキン南蛮 サクサク＆とろ〜り！ボリューム満点チキン南蛮 食感＋食べごたえ

フルーツヨーグルト ぷるぷる食感♪さっぱり春のフルーツヨーグルト 食感＋季節＋さっぱり感

 魅力ワードを使った献立名の工夫（一部抜粋)

カレーライス 旨辛スパイシーカレー〜おかわり必至！〜 味＋気分＋誘い文句

オムレツ ふんわり卵の春色オムレツ 食感＋季節＋見た目

肉じゃが こっくり味のほっこり肉じゃが 味わい＋気分

唐揚げ サクサクジューシー！みんな大好き鶏の唐揚げ 食感＋味＋誘い文句

白身魚フライ ふわっと軽やか♪白身魚のサクサクフライ 食感＋軽さ＋気分

コロッケ ほくほくじゃがいもたっぷり！こんがりコロッケ 食感＋食材＋焼き目

チキンカツ ボリューム満点！旨みたっぷりチキンカツ 食べごたえ＋味わい

野菜の天ぷら 彩り豊か！サクサク野菜の天ぷら〜春の香り〜 見た目＋食感＋季節

エビフライ プリプリ食感♪香ばしいエビフライ 食感＋香り＋食材の魅力



「名前でそそる、食欲アップ大作戦」 〜名は食を呼ぶ〜（献立の一部)
甘辛ジューシープルコギ 南瓜のふわふわ豆腐 じゅわっと染みるぶり大根 旨味仕立て豚肉とキャベツの炒め煮

昭和の香り漂う焼きそば アツアツふわもち餃子 チーズinほくほくコロッケ

ほろほろ肉の贅沢ハヤシライス ふわたま緑サラダ さっぱり田舎チャーハン ぷりっぷり！甘辛エビチリ

やわ旨きんぴらごぼう



「名前でそそる、食欲アップ大作戦」 〜名は食を呼ぶ〜（献立の一部)
ほっこり香味の牛肉炒め ふんわり香味チヂミ とろとろ卵オムライス 栄養バランス◎ポテトサラダ

黄金だれのさば煮野菜たっぷりすき風煮 香り立つごまだれ旬サラダ

香立つ白湯スープちゃんぽん麺 おだし香るきつねのごちそう 花椒香る！とろ旨麻婆豆腐 もっちり食感！焼売

田舎風こっくり味噌大根



「名前でそそる、食欲アップ大作戦」 〜名は食を呼ぶ〜（献立の一部)
とろ旨！極み豚キムチ 昆布香る大根の塩昆布煮 ふっくら和ごころ煮さわら やわらか豚キャベ煮

黄金だれの鮭の菜種焼き

サクふわ食感エビフライ 白い花畑カリフラワ－サラダ ごま香る彩りナムル

やみつき！ジュワっと生姜焼き 森のささやき白和えサクふわお魚メンチカツ

柔らか和風チキンカレ－



「3食あたりの残食量」がわかっていて、メニューごとの内訳がない
ため平均排出係数を使って計算（10日間）

〜Ｌｉｎｋでできる、食材のムダ削減と環境配慮〜

（㎏)

残食量の変化と
食育活動の効果
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今日のひと手間が
明日の緑に

分ければ資源、混ぜれ
ばごみ：落ち葉で育て
るガーデン







EM菌で土も笑顔に！

持続可能な肥料づくり
への挑戦



手順 内容 ポイント

① 材料を準備
米ぬか（100%）
EM菌、糖蜜、水

もみ殻がない場合
は米ぬかだけでも
OK

② EM希釈液を
作る

水に糖蜜とEM菌を
混ぜる（例：水30Lに
対してEM1.5L＋糖
蜜1.5L）

水は一晩汲み置き
して塩素を抜くと
◎

③ 材料を混ぜる
米ぬかにEM希釈液
を少しずつ加えてよ
く混ぜる

水分量は「握って団
子になるけど崩れ
る」くらいが目安

④ 密閉容器に
詰める

空気を抜きながら容
器に詰め、新聞紙を
かぶせてフタをする

嫌気状態（空気がな
い状態）を保つのが
コツ！

⑤ 発酵させる
夏は3～4日、冬は7
～10日ほどで発酵
完了

甘酸っぱい香り＋
白いカビが目印

⑥ 乾燥・保存
広げて乾燥させてか
ら保存

長期保存するなら
しっかり乾燥させ
る！

EM菌を使った肥料「EMボカシ」
①材料を準備 ②ＥＭ希釈液を作る

③材料を混ぜる ④密閉容器に詰める

⑤発酵させる ⑥乾燥・保存



手順 内容 ポイント

① 材料を準備
米ぬか（100%）
EM菌、糖蜜、水

もみ殻がない場合
は米ぬかだけでも
OK

② EM希釈液を
作る

水に糖蜜とEM菌を
混ぜる（例：水30Lに
対してEM1.5L＋糖
蜜1.5L）

水は一晩汲み置き
して塩素を抜くと
◎

③ 材料を混ぜる
米ぬかにEM希釈液
を少しずつ加えてよ
く混ぜる

水分量は「握って団
子になるけど崩れ
る」くらいが目安

④ 密閉容器に
詰める

空気を抜きながら容
器に詰め、新聞紙を
かぶせてフタをする

嫌気状態（空気がな
い状態）を保つのが
コツ！

⑤ 発酵させる
夏は3～4日、冬は7
～10日ほどで発酵
完了

甘酸っぱい香り＋
白いカビが目印

⑥ 乾燥・保存
広げて乾燥させてか
ら保存

長期保存するなら
しっかり乾燥させ
る！

EM菌を使った肥料「EMボカシ」

残食とEMボカシを混ぜる

畑の肥料として活用



6月頃に梅狩
りをし、入居者
とシロップ作り
を行います

大根・ほうれん草
などを植えまし
た

初めてみかんの木
を植えました
今後が楽しみ…

キャベツ・ねぎ・じゃがい
も・ブロッコリーなどを植
えました
収穫時には笑顔

半田養護老人ホ－ム建物平面図



ブロッコリ－

じゃが芋

西瓜

みかん

梅





牛ふん堆肥で広
がるエコの輪

SDG12-7

資源循環型農業



 牛ふん堆肥の活用 × Ｌｉｎｋ
の取り組み
施設内の菜園で野菜づくり

1.牛ふん堆肥を使って、季節の野菜（キャベツ・
大根・ブロッコリ－など）やミカンの木を育て
る

2.入居者が水やりや収穫を手伝うことで、リハ
ビリや生きがいにもつながる 農家との連携



SDG12-8









1.活動終了直後に意見交換会の開催
1. 内容

1.活動の満足度
2.改善してほしい点
3.次回やってみたいこと
4. SDGs（特にSDG12）とのつながりの実感

2. グループディスカッション形式で、自由にアイデアを出し合う

2.改善点とアイデアの整理
1. 出てきた意見を「改善点」「新しい取り組み」「継続すべきこと」に
分類

2. SDG12の視点（資源の有効活用、廃棄物の削減など）で再チェック！

防災備蓄品の見直しとフードロス対策 -無駄なく使い切る工夫-
再利用・リサイクルの推進 -再利用できる水タンクや食器-
持続可能な物資調達 -環境にやさしい素材の防災グッズを選ぶ-

3.次回活動の計画づくり
1. 整理した内容をもとに、次回の活動テーマや内容を決定
2. リサイクルをテーマにした防災ワークショップ、食品ロスを減らす備
蓄管理の工夫など

4.地域への共有と参加促進



みんなで考えよう！モノを大切にする暮らし
ー地域の力で育てるサステナブルー

日本福祉大学実習生のレク実習

子ども食堂

ＥＩＳＵゼミナ－ルとのふれあい

協和区子どもとの夏祭り交流西成岩地区交流会



2025/10/18(土)9:00 半田運河プロギング

半田市 令和7年4月～12月のごみ量
ごみ総排出量：19,401t(17,624t)
1人１日当たり:４４７Ｇ（４５１Ｇ）
( )内は前年同期間量

令和6年度目標：420g
前年度最終実績：(440g)

目標達成まで、あと27gの削減が必要

 開催場所：半田市役所北側「ごん吉くん広場」からスタート 参加者は体力別にチーム分けされ、3～5kmのコースをジョギング
しながらごみ拾い 江戸の面影が残る運河沿いを走り、参加者にはエコ素材で作られたオリジナル軍手がプレゼントされた





SDG12ターゲット 主な取り組み内容 成果と今後の課題

12-1 持続可能な運営方針の策定 エコ方針を策定、職員周知
方針を明文化し、運営の透明性が向上
全職員への浸透が今後の課題

12-2 資源の効率的な利用
LED化に向け、照明の効率化計画を策定
5社から見積りを取り比較検討

導入後は、電力使用量の変化を定期的に記録・分析し、効果を「見
える化」して職員や入居者にも共有、CO₂排出量の削減に貢献

12-3 化学物質と廃棄物の適正管理
在庫管理アプリを活用し、衛生用品などの
総数をリスト化、資源の最適管理

管理アプリの活用によって、在庫確認や管理がスムーズになった
チェック体制を全職員へ定着させることが今後の課題

12-4 食品ロスの削減
入居者の食事量に合わせた調理
残食の記録分析、食材の工夫

食品ロスの削減に一定の効果
調理現場の負担軽減と継続的な工夫が今後の課題

12-5 廃棄物の削減とリサイクル
自然資源（落ち葉）の環境利用
ごみ分別の徹底
EMぼかしを使用した生ごみの堆肥化

循環型資源利用の一歩として、野菜栽培に活用
分別の徹底には引き続き取り組みが必要

12-6 取り組みの情報開示
毎月の各種会議でSDG12の取り組みを
情報開示、職員周知

施設内での情報共有は進んだが、地域への発信は今後の課題

12-7 持続可能な調達の推進 牛ふん堆肥を活用した野菜栽培
地域資源を活かした循環型農業の仕組みづくりができた
収穫量や活用方法の拡大が今後の課題

12-8 持続可能なライフスタイルに
   関する情報提供

防災サロンの開催
（食品ロス対策ワークショップ）
地域清掃や子どもとの交流活動

地域とのつながりが深まり、持続可能な暮らしの意識が広がった
若年層の参加促進が今後の課題





項目 現状の課題 対応策
期待される
効果・指標

導入の課題
ROI・BCPとの

関連性

照明設備（LED化）

高エネルギー消
費、短寿命
CO₂排出量増

高効率LEDラ
ンプへの全面更
新

・エネルギー効
率向上
・CO₂排出削減

・LCCの最適化

初期資本的支
出（CAPEX）が
高額

・ROI：電気代
削減により5年
以内に投資回
収可能
・BCP：停電時
の非常用電源
負荷軽減に貢
献

ナースコールシステム

老朽化による
故障リスク、対
応遅延

デジタル化・
IoT対応型へ更
新（より早く・正
確に・効率よく患
者さんをサポート
できる仕組み）

・サービス品質
向上
・業務効率化
・リスクマネジ
メント強化

システム導入に
伴う運用コスト
（OPEX）増加
の懸念

・ROI：人件費
削減・対応時間
短縮による効
率化効果
・BCP：災害時
の迅速な情報
伝達を確保

SDG12に基づく設備更新の
シミュレーション表（ROI・BCP視点含む）
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